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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ

シ
ン
ダ
・
ア
ー
ダ
ー
ン
首
相
が

先
月
出
産
し
、
６
週
間
の
産
後

休
暇
を
取
得
し
た
。
一
時
的
に

国
の
ト
ッ
プ
が
職
務
を
離
れ
る

こ
と
に
対
し
て
、
国
民
か
ら
の

批
判
は
少
な
く
、
む
し
ろ
賛
意

や
歓
迎
の
声
が
多
く
挙
げ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。
事
実
、
支
持

率
も
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る

一
方
日
本
で
は
、
鈴
木
貴
子

衆
院
議
員
が
任
期
中
の
妊
娠
に

対
し
て
、
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け

て
い
た
こ
と
を
ブ
ロ
グ
で
告
白

し
て
い
る
。「
だ
か
ら
女
性
議

員
は
…
」
と
い
っ
た
性
差
別
的

な
声
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う

ま
た
、
保
育
士
が
妊
娠
す
る

順
番
を
決
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
、
信
じ
が
た
い
話
題
も
あ
っ

た
。
あ
る
「
順
番
破
り
」
を
し

た
夫
婦
は
子
ど
も
を
授
か
り
園

長
に
「
謝
罪
」、
し
か
し
園
長

の
嫌
味
は
謝
罪
後
も
し
ば
ら
く

止
ま
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
し
か

も
こ
の
よ
う
な
話
は
他
の
保
育

園
で
聞
か
れ
、
決
し
て
珍
し
く

は
な
い
と
い
う
の
だ
か
ら
驚
き

だ

今
回
、
ア
ー
ダ
ー
ン
首
相

が
出
産
と
首
相
職
を
両
立
す
る

こ
と
は
、
女
性
活
躍
の
モ
デ
ル

と
し
て
自
ら
在
る
べ
き
姿
を
示

す
と
い
う
大
き
な
意
義
が
あ

る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
内

に
限
ら
ず
、
世
界
中
で
多
く
の

人
に
勇
気
を
与
え
た
こ
と
だ
ろ

う

日
本
で
は
今
な
お
、
多
く

の
女
性
が
子
ど
も
か
仕
事
か
と

い
う
「
究
極
の
」
選
択
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
子
ど
も
か
仕
事
か

二
者
択
一
の
世
の
中
で
は
、
女

性
活
躍
の
号
令
も
空
し
く
聞
こ

え
る
。

◦
１
面
　
Ｋ
Ｇ
ニ
ュ
ー
ス

日
・
Ｅ
Ｕ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ウ
ィ
ー
ク

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
任
用

◦
２
面

人
間
福
祉
学
部
開
設
10
周
年

熊
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
後
活
動

◦
３
面
　
日
進
月
歩

【
連
載
】
追
跡
!! 

Ｓ
Ｇ
Ｕ

◦
４
，５
面

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
特
集

◦
６
面
　
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス

緊
急
企
画「
地
震
に
備
え
る
」

◦
７
面
　
Ｋ
．Ｇ
．ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

　
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

　
Ｋ
．Ｇ
．Ｐ
Ｅ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｅ

◦
８
面

Ｋ
．Ｇ
．Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

〜
ｉ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
〜

教
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
本
学
生
向
け
の
情
報
発
信
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
、
教
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ

ス
が
８
月
21
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
る
。主
な
変
更
点
は
９
つ
だ
。

英
語
表
示
へ
の
対
応
や
、
伝
言
の

分
類
の
整
理
、
履
修
申
請
や
中
止

の
効
率
化
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定

だ
。
ほ
か
に
も
、
時
間
割
の
非
表

示
化
や
学
生
情
報
の
入
力
の
必
須

化
も
行
わ
れ
る
。

　
学
生
に
と
っ
て
大
き
な
変
化

は
、
緊
急
か
つ
最
重
要
な
お
知
ら

せ
を
確
認
す
る
場
所
が
変
わ
る
点

だ
ろ
う
。
警
報
発
令
時
や
地
震
の

際
の
指
示
が
、
サ
イ
ト
上
部
か
ら

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
人
を
介

し
た
不
確
か
な
情
報
に
頼
る
こ
と

な
く
、
す
ば
や
く
正
し
い
情
報
を

受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
６
月
の
大
阪
北
部
地
震
や
先
日

の
台
風
で
は
、
情
報
の
伝
達
が
遅

か
っ
た
。
ま
た
、
最
新
の
情
報
は

紙
媒
体
で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
貼
り
出

さ
れ
て
い
た
。こ
の
変
更
に
よ
り
、

登
校
し
た
が
帰
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
帰
宅
困
難
者
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
現
代
は
、
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が

情
報
端
末
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
大
学
側
に
は
今
後
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
、
さ
ら

に
便
利
で
効
率
的
な
大
学
運
営
を

期
待
す
る
。（
Ａ
・
Ｍ
）

　
今
年
４
月
か
ら
２
名
の
本
学
専

任
事
務
職
員
が
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

オ
フ
ィ
サ
ー
に
任
用
さ
れ
、
業
務

を
委
嘱
さ
れ
た
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
オ
フ
ィ
サ
ー
と
は
、
高
等
学
校

教
育
か
ら
大
学
教
育
へ
の
円
滑
な

接
続
と
、
大
学
入
試
改
革
を
推
進

す
る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
高
大
接
続
改
革

を
背
景
に
設
置
さ
れ
た
職
務
で
あ

る
。

　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー

の
業
務
は
大
き
く
３
つ
あ
り
、
入

学
者
選
抜
に
お
け
る
審
査
、
志
願

者
へ
の
助
言
、
そ
し
て
入
試
及
び

学
生
募
集
に
か
か
る
企
画
立
案

だ
。
こ
の
よ
う
に
大
学
の
職
員
が

入
学
者
の
選
抜
に
関
与
す
る
の

は
、
極
め
て
先
駆
的
な
事
例
で
あ

る
。

　
現
在
本
学
の
受
験
生
の
う
ち
、

４
割
が
各
種
推
薦
入
試
に
よ
っ
て

選
抜
さ
れ
て
い
る
。
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
が
携
わ
る
の

は
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
各
種
入

試
の
一
部
で
あ
る
。
し
か
し
、
将

来
的
に
は
一
般
入
試
に
も
携
わ

り
、
受
験
生
全
員
と
面
接
す
る
こ

と
を
理
想
と
し
て
い
る
。

　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー

に
任
用
さ
れ
、
業
務
を
委
嘱
さ
れ

た
筒
井
弘
幸
さ
ん
は
「
今
後
、
入

試
の
方
法
は
大
き
く
変
化
し
て
い

く
だ
ろ
う
。し
か
し
、そ
れ
に
よ
っ

て
本
学
を
目
指
す
受
験
生
が
不
安

を
抱
え
る
よ
う
な
必
要
は
な
い
。

入
試
の
本
質
は
今
ま
で
と
何
ら
変

わ
り
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
通
り
高

校
で
の
学
び
や
活
動
に
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
、
入
試
に
挑
ん
で
ほ

し
い
。
本
学
は
、
入
学
後
の
明
確

な
目
的
を
持
っ
た
学
生
の
受
験
を

待
ち
望
ん
で
い
る
」
と
話
し
た
。

　
来
年
度
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦

入
試
や
教
育
学
部
の
一
部
の
入
試

で
は
、
受
験
生
が
主
体
性
等
に
関

わ
る
諸
活
動
を
１
年
次
よ
り
記
録

し
、
大
学
出
願
時
に
活
用
す
る
、

Japan e-Portfolio

と
い
う
サ
イ

ト
を
利
用
し
た
新
た
な
入
試
方
法

が
導
入
さ
れ
る
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
オ
フ
ィ
サ
ー
や
本
学
の
入
試
方

法
の
今
後
の
展
開
に
は
注
目
し
た

い
。
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学生制作のパネル展示

　
５
月
９
日
は
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連

合
）設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、

シ
ュ
ー
マ
ン
宣
言
が
発
表
さ
れ
た

日
で
あ
る
。
こ
の
通
称
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
デ
ー
の
前
後
に
、
毎
年
本
学

で
は
「
日
・
Ｅ
Ｕ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
ウ
ィ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
本
学
産
業
研
究
所
（
以
下
、

産
研
）
内
の
Ｅ
Ｕ
情
報
セ
ン
タ
ー

と
Ｅ
Ｕ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
関

西
が
主
催
し
、
日
本
と
Ｅ
Ｕ
間
の

絆
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　
内
容
は
、
講
演
会
、
本
学
生
デ

ザ
イ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の

も
ら
え
る
「
Ｅ
Ｕ
ク
イ
ズ
」、
Ｅ

Ｕ
加
盟
国
の
料
理
に
挑
戦
す
る

「
Ｅ
Ｕ
ク
ッ
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
」、

そ
し
て
パ
ネ
ル
展
示
で
あ
る
。
特

に
今
回
は
、
少
し
で
も
学
生
が
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ひ
い
て
は
Ｅ
Ｕ

を
身
近
に
感
じ
、
足
を
運
び
や
す

い
内
容
と
な
る
よ
う
な
工
夫
が
凝

ら
し
て
あ
っ
た
。

　
中
で
も
、
パ
ネ
ル
展
示
に
お
い

て
は
、
初
の
試
み
が
な
さ
れ
た
。

昨
年
度
の
Ｅ
Ｕ
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ

デ
ィ
ー
に
参
加
し
た
学
生
が
、
パ

ネ
ル
の
制
作
を
お
こ
な
っ
た
と
い

う
。
実
際
に
、
現
地
の
企
業
を
見

た
学
生
の
視
点
で
描
か
れ
た
Ｅ
Ｕ

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
産
研
の
ア
ン
ナ
・
シ
ュ

ラ
ー
デ
准
教
授
に
よ
る
講
演
会

「
Ｅ
Ｕ
で
は
た
ら
く
」
も
開
催
さ

れ
た
。
国
際
学
部
開
講
の
Ｅ
Ｕ
地

域
統
合
論
で
の
授
業
内
講
演
だ

が
、
学
部
や
学
内
外
問
わ
ず
参
加

で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
講
演

会
は
、
日
本
と
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
労
働

者
の
在
り
方
や
、
労
働
環
境
の
比

較
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。
学
生

同
士
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
終
盤
に
は
英

語
で
の
講
演
に
な
る
な
ど
、
国
際

学
部
の
授
業
を
兼
ね
た
講
演
な
ら

で
は
の
展
開
と
な
っ
た
。

　
講
演
を
行
な
っ
た
シ
ュ
ラ
ー
デ

准
教
授
は
、
今
年
か
ら
本
学
で
勤

務
し
て
い
る
。
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
日
本
に
お
け
る
経
済
状
況
や
労

働
状
況
に
関
す
る
比
較
研
究
を
行

な
っ
て
お
り
、
最
近
は
ア
ジ
ア
地

域
に
も
興
味
が
あ
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
以
前
の
勤
務
校
に
比

べ
、
本
学
に
は
英
語
で
の
会
話
体

験
が
豊
富
な
学
生
が
多
く
、
シ
ュ

ラ
ー
デ
准
教
授
自
身
も
満
足
感
を

感
じ
て
い
る
そ
う
だ
。
普
段
の
授

業
に
お
い
て
も
、
学
生
が
日
本
以

外
の
国
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。「
自
国
に
ば
か

り
目
を
向
け
て
い
て
は
成
長
で
き

な
い
。海
外
の
こ
と
を
勉
強
し
て
、

考
え
て
、
初
め
て
見
え
て
く
る
も

の
が
あ
る
。
世
界
を
広
げ
て
ほ
し

い
」と
学
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
運
営
を
担
っ
た
産
研
は
、
本
学

に
お
い
て
実
に
80
年
以
上
の
歴
史

を
も
っ
て
い
る
。
本
学
西
宮
上
ケ

原
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
図
書
館
３
階

に
位
置
し
、
Ｅ
Ｕ
に
関
す
る
資
料

を
多
数
管
理
し
て
い
る
。
興
味
が

あ
れ
ば
、
閲
覧
も
可
能
で
あ
る
。

担
当
の
大
原
淑
子
さ
ん
は
、「
Ｅ
Ｕ

に
興
味
の
な
い
学
生
に
も
ぜ
ひ
来

て
欲
し
い
。
と
り
あ
え
ず
関
わ
っ

て
み
る
こ
と
で
発
見
で
き
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
参
加
し

た
学
生
に
と
っ
て
、
自
身
の
視
野

を
広
げ
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
来
年
以
降

の
開
催
が
待
ち
遠
し
い
。（
Ｃ
・
Ｎ
）

講演を行なうシュラーデ准教授

入
試
改
革
の
第
一
歩

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
任
用

EUを知る第一歩に
〜日・EUフレンドシップウィーク開催〜
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が
り
で
、
熊
本
地
震
の
こ
と
を
多

く
の
人
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
ラ

ジ
オ
番
組
の
制
作
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　
今
回
は
、
参
加
し
た
学
生
が
西

宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
と
神
戸
三

KGニュース
　
今
年
４
月
で
、
本
学
人
間
福
祉

学
部
は
、開
設
10
周
年
を
迎
え
た
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
で
あ

る
本
学
で
は
、
以
前
か
ら
「
隣
人

愛
」
の
精
神
に
基
づ
い
た
様
々

な
慈
善
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。

１
９
５
２
年
に
は
文
学
部
社
会
事

　
本
学
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ

ス
支
援
室
で
は
、
熊
本
地
震
現
地

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

学
生
が
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
熊
本
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
熊

本
の
現
状
や
実
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
の
体
験
に
つ
い
て
ラ
ジ

オ
番
組
を
作
る
。
ラ
ジ
オ
番
組
の

放
送
日
時
は
詳
し
く
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、
内
容
は
熊
本
地
震
現
地

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
が

熊
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
後
活
動

ラ
ジ
オ
で
つ
な
ぐ
熊
本
の
教
訓

熊
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
後
活
動

ラ
ジ
オ
で
つ
な
ぐ
熊
本
の
教
訓

「理論と実践」を徹底した教育

人間福祉学部開設10周年　　

挑戦が実った新たな一歩
劇団狸寝入二回生実験公演

挑戦が実った新たな一歩
劇団狸寝入二回生実験公演

　
６
月
15
日
か
ら
17
日
に
か
け

て
、
旧
学
生
会
館
マ
マ
上
ホ
ー
ル

に
て
、
劇
団
狸
寝
入
に
よ
る
二
回

生
実
験
公
演
「
お
陰
様
で
今
日
も

メ
シ
が
美
味
い
」
が
上
演
さ
れ
た
。

　
本
作
の
物
語
は
学
生
に
身
近
な

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
題
材
に
し
て

い
る
。
ス
マ
ホ
を
通
し
た
対
人

関
係
か
ら
主
人
公
達
を
誰
よ
り

も
知
っ
て
い
る
と
い
う
ス
マ
ホ
達

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
な
り
替
わ
ろ
う

と
す
る
流
れ
で
話
が
進
ん
で
ゆ
く
。

　
脚
本
・
演
出
を
担
当
し
た
否
カ

る
キ
さ
ん
（
理
・
２
）
は
「
学
生

に
よ
る
学
生
ら
し
い
物
語
に
し
た

い
と
思
い
、こ
の
脚
本
を
作
っ
た
。

人
か
ら
見
た
自
分
と
本
当
の
自
分

と
は
何
な
の
か
、
日
常
の
中
の
幸

せ
と
は
何
か
を
劇
を
通
し
て
振
り

返
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
語
っ
た
。

　
劇
団
狸
寝
入
は
、
こ
の
実
験
公

演
を
機
に
新
た
に
ヘ
ア
メ
イ
ク
部

所
を
作
る
な
ど
、
多
く
の
試
み
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
４
月

行
っ
た
活
動
の
報
告
に
加
え
、
熊

本
の
現
在
の
状
況
を
伝
え
る
も
の

に
な
る
と
い
う
。

　
熊
本
地
震
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

は
、
２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本

地
震
に
対
し
て
、
学
生
た
ち
の

「
被
災
地
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」

と
い
う
声
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

２
０
１
６
年
の
７
月
に
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で
に
９
回
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
今
回
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
制
作

業
学
科
が
開
設
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
を
基
に

し
た
専
門
教
育
が
始
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
社
会
学
部
社
会
福
祉
学
科

を
経
て
、
２
０
０
８
年
４
月
に
現

在
の
人
間
福
祉
学
部
が
誕
生
し
た
。

　
学
部
は
、
社
会
福
祉
学
科
、

社
会
起
業
学
科
、
人
間
科
学

科
の
３
学
科
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
学
部
創
設
時
に
は
、

Compassion

（
人
へ
の
思
い
や

り
）、Comprehensiveness

（
幅

広
い
視
野
）、Competence

（
高

度
な
問
題
解
決
能
力
）
か
ら
な
る

「
３
つ
の
Ｃ
」
を
学
部
全
体
の
目

標
と
し
て
掲
げ
た
。

　
人
間
福
祉
学
部
の
大
き
な
特
徴

は
「
理
論
と
実
践
」
を
徹
底
し
て

い
る
点
だ
。
講
義
で
学
ん
だ
こ
と

を
現
場
で
生
か
し
て
い
く
「
実
践

教
育
」
を
掲
げ
て
い
る
。
学
部
生

に
対
し
て
は
、
実
践
教
育
支
援
室

を
設
け
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な

ど
、学
生
の
支
援
に
も
積
極
的
だ
。

学
部
長
の
大お

お

和わ

三
重
教
授
は
「
今

で
は
全
学
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

ハ
ン
ズ
オ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
事
業

で
は
あ
る
が
、
人
間
福
祉
学
部
は

そ
の
先
駆
け
だ
っ
た
」
と
胸
を
張

る
。
ま
た
、
演
習
を
中
心
に
少
人

数
ク
ラ
ス
が
多
く
、
学
生
と
教
員

の
距
離
が
近
い
の
も
大
き
な
特
色

で
あ
る
。

　
６
月
19
日
の
昼
休
み
に
は
、
年

に
一
度
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
ブ
ラ

ウ
ン
・
バ
ッ
グ
の
集
い
（Dean ,s 

Brown Bag
）」
が
開
催
さ
れ
た
。

学
部
長
室
が
学
部
生
向
け
に
開
放

さ
れ
た
当
日
は
、
１
回
生
を
中
心

に
約
１
４
０
人
の
学
生
が
集
ま
っ

た
。
会
場
で
は
教
員
手
作
り
の
タ

イ
カ
レ
ー
も
振
舞
わ
れ
、
昼
食
を

味
わ
い
な
が
ら
の
交
流
を
楽
し
ん

で
い
た
。

　
最
後
に
、
大
和
教
授
は
「
人
間

福
祉
学
は
、
人
間
の
内
面
に
入
り

込
む
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
学
部

生
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
共
感
力
を
身
に
つ
け
て
、
混

沌
と
し
た
社
会
で
貢
献
し
て
い
く

人
と
な
っ
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

本
学
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
「Mastery for Service

」
を

強
く
体
現
す
る
学
部
と
し
て
、
人

間
福
祉
学
部
は
こ
れ
か
ら
も
本
学

で
輝
き
続
け
る
だ
ろ
う
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

は
、
社
会
学
部
の
関
嘉
寛
教
授
が

発
案
し
た
。
関
教
授
は
、
熊
本
地

震
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ

め
、
授
業
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
の
こ
と
を
扱
っ
て
い

る
。
今
回
の
熊
本
地
震
現
地
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
、
参
加
で
き
な

か
っ
た
学
生
の
た
め
に
も
、
事
後

活
動
と
し
て
大
学
で
何
が
で
き
る

か
を
考
え
た
。
関
教
授
に
は
、
西

宮
市
の
ラ
ジ
オ
局
で
あ
る
さ
く
ら

Ｆ
Ｍ
に
知
人
が
い
た
。
そ
の
つ
な

「ブラウン・バッグの集い」にて

学部長の大和三重教授

ミーティングの様子

無事公演を終えて

に
行
わ
れ
た
新
入
生
歓
迎
公
演
か

ら
、
準
備
期
間
が
一
ヵ
月
ほ
ど
し

か
な
く
、
練
習
や
舞
台
の
調
整
に

追
わ
れ
る
日
々
が
続
い
た
と
い

う
。
問
題
は
多
か
っ
た
が
、
悩
む

よ
り
ま
ず
始
め
る
こ
と
と
、
二
回

生
を
始
め
部
員
全
員
で
公
演
を
楽

し
む
こ
と
を
目
標
に
一
歩
一
歩
積

み
重
ね
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

　
主
人
公
の
ス
マ
ホ
を
演
じ
た
北

枕
す
ゞ
め
さ
ん
（
文
・
２
）
は
「
準

備
不
足
で
自
分
の
演
技
に
不
満
の

あ
る
部
分
も
あ
っ
た
も
の
の
、
最

終
日
に
は
ア
ド
リ
ブ
で
セ
リ
フ
を

入
れ
る
こ
と
で
自
分
の
表
現
し
た

い
こ
と
が
で
き
た
。
初
め
て
の

照
明
チ
ー
フ
の
仕
事
も
難
し
く
は

あ
っ
た
が
、
先
輩
方
の
後
押
し
も

あ
っ
て
無
事
終
え
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
た
い
」
と
話
す
。

　
今
回
の
公
演
を
終
え
た
劇
団
狸

寝
入
は
、
秋
に
新
一
回
生
の
デ

ビ
ュ
ー
公
演
を
予
定
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
はTwitter

に
て
更

新
中
だ
。
新
入
部
員
も
随
時
募
集

し
て
い
る
の
で
、
気
に
な
る
人
は

今
か
ら
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
分
か
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
役
割
を
分
担
し
て

作
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
ラ
ジ
オ
と

い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
被
災
地

で
体
験
し
た
こ
と
を
、
学
生
の
声

で
伝
え
る
。
映
像
や
写
真
と
は
、

ま
た
異
な
る
伝
え
方
に
な
る
だ
ろ

う
。
今
回
の
ラ
ジ
オ
を
機
に
、
多

く
の
学
生
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
を
抱
い
て
ほ
し
い
。
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論説日進月歩日進月歩
　
２
０
２
０
年
に
実
施
予
定
の
東

京
五
輪
ま
で
あ
と
２
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。
夏
季
で
は
二
度

目
、
場
所
も
同
じ
東
京
で
の
開
催

と
あ
っ
て
、
多
く
の
人
が
熱
い
視

線
を
向
け
て
い
る
は
ず
だ
。

　
だ
が
そ
の
雲
行
き
は
怪
し
い
。

膨
れ
上
が
る
開
催
費
の
問
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
３
月
に

大
会
組
織
委
員
会
が
公
開
し
た
東

京
五
輪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
要

項
が
多
く
の
批
判
を
受
け
た
こ
と

で
６
月
11
日
に
修
正
さ
れ
た
。
公

表
時
点
で
「
参
加
条
件
が
厳
し
す

ぎ
る
」
や
「
や
り
が
い
搾
取
で
は

な
い
か
」
と
い
っ
た
批
判
が
多
く

生
ま
れ
、
そ
れ
を
受
け
た
今
回
の

修
正
で
あ
る
が
、
大
き
な
修
正
に

は
至
ら
ず
、
い
ま
だ
批
判
が
根
強

い
。
こ
の
批
判
の
大
本
と
は
何
な

の
か
。

　
多
く
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
が
、
一
番
の
点
は
委
員
会
が

批
判
に
対
す
る
反
論
と
し
て
「
他

で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い
感
動
を

体
験
す
る
貴
重
な
機
会
が
あ
る
」

と
主
張
す
る
点
に
あ
る
。

　
一
般
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
自

発
性
・
無
償
性
・
公
益
性
を
柱
と

償
性
が
損
な
わ
れ
、
た
と
え
参
加

者
が
納
得
し
た
と
し
て
も
そ
の
活

動
は
完
全
な
自
発
性
を
失
う
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
た
め
に
は
受
け
る
側
が
、
や

り
が
い
を
餌
に
参
加
者
へ
無
償
の

奉
仕
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
の

だ
。

　
一
方
で
東
日
本
大
震
災
や
熊
本

地
震
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

が
幅
広
く
行
わ
れ
、
多
く
の
人
々

が
現
地
の
厳
し
い
環
境
の
中
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
た
が
、

今
回
の
よ
う
な
批
判
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
東
京
五
輪
の

募
集
と
異
な
り
、
現
地
の
人
々
が

彼
ら
な
り
に
や
れ
る
こ
と
を
や
っ

た
う
え
で
「
だ
れ
で
も
良
い
の
で

我
々
を
助
け
て
く
れ
る
余
力
の
あ

る
人
」
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
無
償
の
奉
仕
を
要
求
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
各
種
の
専
門
技
能
を

参
加
者
に
求
め
る
委
員
会
の
姿

は
、
正
当
な
対
価
を
支
払
わ
ず
社

員
を
酷
使
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に

通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
批

判
を
収
め
る
に
は
、
委
員
会
側
が

ま
ず
十
分
な
大
会
職
員
を
自
身
で

用
意
し
た
う
え
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
を
行
い
、
や
り
が
い
で
は

な
く
共
に
大
会
を
作
り
上
げ
る
と

い
う
貴
重
な
体
験
の
共
有
を
呼
び

か
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
け
る
側
に
は
、
そ
れ
が
健
全
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
る
た
め
に
注

意
す
べ
き
こ
と
は
多
い
。
だ
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
る
側
だ
け

が
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
側
に

も
求
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
先
日
生
じ
た
平
成
30
年
７
月
豪

雨
で
は
、
多
く
の
被
害
が
生
じ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
被
災
地
に
は

日
本
各
地
か
ら
救
援
物
資
が
官
民

問
わ
ず
送
ら
れ
た
が
、
岡
山
県
倉

す
る
社
会
的
奉
仕
活
動
で
あ
る
。

そ
の
活
動
は
「
自
己
欲
求
か
ら
生

じ
る
き
っ
か
け
」
か
ら
始
ま
り
、

活
動
の
中
で
「
他
者
と
の
関
わ
り

合
い
の
内
に
利
他
主
義
的
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
が
満
た
さ
れ
る
」
と
「
自

己
の
喜
び
で
あ
る
内
発
的
報
酬
が

得
ら
れ
る
」
こ
と
で
更
な
る
内
発

的
報
酬
を
獲
得
す
る
と
い
う
欲
求

が
生
じ
、
新
た
な
奉
仕
活
動
へ
と

つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
原
理
だ
。

　
こ
の
原
理
か
ら
見
れ
ば
、
東
京

五
輪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
は

確
か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
言
え
よ

う
。貴
重
な
体
験
を
得
る
こ
と
や
、

自
身
を
世
の
役
に
立
て
た
い
な
ど

の
様
々
な
欲
求
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
自
発
的
に
参
加
し
、
無

償
で
働
き
、
東
京
五
輪
と
い
う
公

益
の
た
め
に
奉
仕
す
る
。
そ
の
な

か
で
観
光
客
と
関
わ
り
利
他
主
義

的
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
満
た
さ

れ
、
内
発
的
報
酬
が
得
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
批
判
が
生
ま

れ
る
の
は
、
先
ほ
ど
の
「
他
で
は

決
し
て
得
ら
れ
な
い
感
動
を
体
験

す
る
貴
重
な
機
会
」
と
の
ア
ピ
ー

ル
か
ら
委
員
会
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
助
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
感

情
が
見
て
取
れ
る
か
ら
に
違
い
な

い
。
こ
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助

け
て
ほ
し
い
」
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
助
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意

識
の
違
い
は
大
き
い
。
後
者
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
「
だ
れ
で
も
良

い
の
で
我
々
を
助
け
て
く
れ
る
余

力
の
あ
る
人
」
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
前

者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
「
だ
れ

で
も
良
い
の
で
無
料
で
働
い
て
く

れ
る
人
」
と
い
っ
た
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
確
か
に
無
償
で
あ
る

が
、
受
け
る
側
が
無
償
性
を
要
求

す
る
と
、
参
加
者
の
自
発
的
な
無

敷
市
で
は
個
人
か
ら
の
支
援
物
資

が
真
備
町
川
辺
橋
前
に
置
き
去
り

に
さ
れ
、
自
衛
隊
の
救
助
の
妨
げ

に
な
る
と
い
う
事
態
が
起
き
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
だ
ろ
う
。
東

日
本
大
震
災
で
も
不
要
な
物
資
の

押
し
付
け
や
、
自
発
的
に
被
災
地

へ
行
っ
た
も
の
の
宿
泊
地
や
食
料

の
用
意
を
せ
ず
に
避
難
所
の
物
資

を
圧
迫
す
る
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
姿
が
問
題
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

精
神
に
則
っ
た
つ
も
り
で
自
発
的

に
行
動
し
た
も
の
の
、
現
場
の
問

題
を
鑑
み
ず
自
己
中
心
的
な
活
動

を
行
っ
た
結
果
、
現
場
の
負
担
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
少
な
く
な

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
受
け
る
側

の
声
が
先
に
あ
る
こ
と
で
行
う
側

が
必
要
と
さ
れ
、
双
方
の
合
意
に

よ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
な

の
だ
。
行
う
側
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
や
っ
て
い
る
」
と
い
っ

た
上
か
ら
目
線
の
行
為
は
現
場
に

お
い
て
論
外
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
い

こ
と
こ
そ
が
被
災
地
の
た
め
に
な

る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
双
方
の
思
い
違
い

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
受
け
る
側

が
自
身
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

事
柄
を
積
極
的
か
つ
明
確
に
外
部

へ
と
発
信
し
、
行
う
側
は
そ
れ

ら
を
知
る
た
め
に
情
報
を
集
め
、

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
行
動
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
適
切
な

判
断
が
難
し
け
れ
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
中
継
団
体
な
ど
の
熟
練
者

を
通
し
て
そ
の
善
意
を
発
揮
す
る

べ
き
だ
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
双
方
の
配
慮

に
よ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
。
受

け
る
側
も
行
う
側
も
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
常
に
振
り
返
り
、
双
方
に

益
の
あ
る
真
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

な
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ

Ｕ
」。
今
回
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
５

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
う
ち
の
１
つ

で
あ
る
、「
協
定
に
基
づ
く
海
外

派
遣
学
生
数
日
本
一
」
に
関
係
す

る
本
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
今
回
は
文
部
科
学
省
と
民
間
企

業
の
官
民
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

と
本
学
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
留
学
に
行
き
た
い
と
思
う
人

で
も
、
経
済
的
な
理
由
で
留
学
を

諦
め
て
し
ま
う
学
生
も
多
い
。「
ト

ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
は

そ
ん
な
学
生
に
も
、
留
学
の
チ
ャ

る
。
他
に
も
、
条
件
を
満
た
せ
ば

授
業
料
補
助
も
受
け
取
る
こ
と
が

可
能
だ
。経

験
者
の
声

　
「
も
と
も
と
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
大
学
の
先
生
に
勧

め
ら
れ
、
申
込
み
ま
し
た
」
そ
う

語
る
の
は
、中
岡
航
太
郎
さ
ん（
総

政
・
３
）
だ
。
中
岡
さ
ん
は
5
ヶ

月
間
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
現
地
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
主
な
仕
事
内
容
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

運
営
し
て
い
る
中
学
校
で
の
日
本

語
の
授
業
の
補
佐
や
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
の
運
営
だ
。

　
一
方
で
、山
㟢
真
実
さ
ん
（
文
・

３
）は
交
換
留
学
と
い
う
形
で「
ト

ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に

申
し
込
ん
だ
。
山
﨑
さ
ん
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
に
留
学
し
、

国
際
政
治
哲
学
を
学
び
、
現
地
の

日
本
人
補
習
校
で
、
生
徒
と
教
師

の
間
を
取
り
持
つ
活
動
も
お
こ

な
っ
た
。

　
こ
の
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
利
用
し
留
学
し
た
感

想
を
聞
く
と
、
中
岡
さ
ん
と
山
﨑

さ
ん
は
共
に
「
こ
の
留
学
生
活
は

非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
自
分
が

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
た
。

こ
れ
か
ら
参
加
す
る
人
に
向
け
て

　
最
後
に
、
北
澤
さ
ん
は
「
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
力
や
語
学

力
を
超
え
て
自
分
が
留
学
を
通
し

て
何
を
成
し
遂
げ
た
い
か
と
い
う

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
重
視
さ
れ
ま

す
。
留
学
に
行
き
た
く
て
も
金
銭

面
が
心
配
な
人
で
あ
っ
て
も
自
分

が
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
を
し
っ
か

り
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
人
は
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
申
込
み
を
促
し
た
。

系
理
系
関
係
な
く
、
希
望
す
る
学

生
は
自
由
に
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と

が
可
能
だ
。
中
で
も
今
回
は
、
本

学
で
も
多
く
採
択
さ
れ
て
い
る
２

つ
の
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

　
新
興
国
コ
ー
ス
は
、
今
後
経
済

成
長
が
期
待
さ
れ
る
新
興
国
で
の

留
学
を
支
援
す
る
。

　
多
様
性
人
材
コ
ー
ス
は
、
ス

ポ
ー
ツ
、
国
際
協
力
、
医
療
な
ど

様
々
な
分
野
や
活
動
に
お
い
て
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
人
材

の
留
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
中
心
だ
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

に
参
加
す
る
に
は

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
た
め
に
は
、
留
学
計
画
書
の
提

出
が
必
須
で
あ
る
。
留
学
計
画
書

と
は
、
自
身
が
留
学
先
で
具
体
的

何
を
行
う
か
、
留
学
の
ゴ
ー
ル
は

定
ま
っ
て
い
る
か
、
実
現
可
能
性

な
ど
を
具
体
的
に
記
載
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
沿
っ
て
一
次
選

考
が
行
わ
れ
る
。
合
格
者
は
文
科

省
で
、
二
次
選
考
で
あ
る
面
接
に

進
む
。

　
面
接
は
企
業
の
担
当
者
な
ど
の

前
で
行
わ
れ
、
自
分
の
計
画
が
実

現
可
能
な
の
か
、
な
ぜ
自
分
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
な
ど
が
プ

レ
ゼ
ン
形
式
で
行
わ
れ
る
。

　
こ
の
2
つ
の
選
考
を
合
格
す
る

と
、
晴
れ
て
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
採
用
者
に
な
る
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

の
奨
学
金

　
冒
頭
に
も
記
述
し
た
が
、
こ
の

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

は
、
金
銭
面
で
不
安
を
抱
え
る
学

生
も
参
加
で
き
る
制
度
で
あ
る
。

主
な
奨
学
金
と
し
て
、
月
に
6
～

16
万
円
（
経
済
状
況
、
留
学
先
に

よ
っ
て
異
な
る
）、
留
学
準
備
金

と
し
て
15
～
25
万
円
が
支
給
さ
れ

第20回追跡!! SGU
「トビタテ！留学JAPAN」　　

　　　　を知っていますか？

ン
ス
を
与
え
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
、
国
際
教
育
・
協
力
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）留
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
北
澤
冬
子
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
と
は

　
２
０
１
３
年
10
月
、
文
部
科
学

省
は
、
学
習
意
欲
と
能
力
の
あ
る

全
て
の
若
者
が
、
海
外
留
学
を
新

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
自
ら
踏
み
出

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ト
ビ
タ

テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
開
始

し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
政
府

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
で
海
外

留
学
の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
官
民
共
同

の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
各

分
野
の
人
々
や
民
間
企
業
か
ら
の

支
援
や
寄
附
な
ど
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
。

　
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」
の
最
終
目
標
は
、東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
ま
で
に
大

学
生
の
海
外
留
学
12
万
人
（
現
状

６
万
人
）、
高
校
生
の
海
外
留
学

６
万
人
（
現
状
３
万
人
）
へ
の
倍

増
だ
。

　
本
学
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
第
２
期
か
ら
採
用
者
を
輩
出
し
、

こ
れ
ま
で
に
47
人
も
の
学
生
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
人
数
は
、

西
日
本
の
私
立
大
学
で
最
も
多
い

で
す
」
と
北
澤
さ
ん
は
語
る
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

の
４
つ
の
コ
ー
ス

　
こ
の
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
は
、
理
系
、
複
合
・

融
合
系
人
材
コ
ー
ス
、
新
興
国

コ
ー
ス
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
大

学
等
コ
ー
ス
、
多
様
性
人
材
コ
ー

ス
の
4
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
文
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論説日進月歩日進月歩
　
２
０
２
０
年
に
実
施
予
定
の
東

京
五
輪
ま
で
あ
と
２
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。
夏
季
で
は
二
度

目
、
場
所
も
同
じ
東
京
で
の
開
催

と
あ
っ
て
、
多
く
の
人
が
熱
い
視

線
を
向
け
て
い
る
は
ず
だ
。

　
だ
が
そ
の
雲
行
き
は
怪
し
い
。

膨
れ
上
が
る
開
催
費
の
問
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
３
月
に

大
会
組
織
委
員
会
が
公
開
し
た
東

京
五
輪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
要

項
が
多
く
の
批
判
を
受
け
た
こ
と

で
６
月
11
日
に
修
正
さ
れ
た
。
公

表
時
点
で
「
参
加
条
件
が
厳
し
す

ぎ
る
」
や
「
や
り
が
い
搾
取
で
は

な
い
か
」
と
い
っ
た
批
判
が
多
く

生
ま
れ
、
そ
れ
を
受
け
た
今
回
の

修
正
で
あ
る
が
、
大
き
な
修
正
に

は
至
ら
ず
、
い
ま
だ
批
判
が
根
強

い
。
こ
の
批
判
の
大
本
と
は
何
な

の
か
。

　
多
く
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
が
、
一
番
の
点
は
委
員
会
が

批
判
に
対
す
る
反
論
と
し
て
「
他

で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い
感
動
を

体
験
す
る
貴
重
な
機
会
が
あ
る
」

と
主
張
す
る
点
に
あ
る
。

　
一
般
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
自

発
性
・
無
償
性
・
公
益
性
を
柱
と

償
性
が
損
な
わ
れ
、
た
と
え
参
加

者
が
納
得
し
た
と
し
て
も
そ
の
活

動
は
完
全
な
自
発
性
を
失
う
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
た
め
に
は
受
け
る
側
が
、
や

り
が
い
を
餌
に
参
加
者
へ
無
償
の

奉
仕
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
の

だ
。

　
一
方
で
東
日
本
大
震
災
や
熊
本

地
震
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

が
幅
広
く
行
わ
れ
、
多
く
の
人
々

が
現
地
の
厳
し
い
環
境
の
中
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
た
が
、

今
回
の
よ
う
な
批
判
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
東
京
五
輪
の

募
集
と
異
な
り
、
現
地
の
人
々
が

彼
ら
な
り
に
や
れ
る
こ
と
を
や
っ

た
う
え
で
「
だ
れ
で
も
良
い
の
で

我
々
を
助
け
て
く
れ
る
余
力
の
あ

る
人
」
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
無
償
の
奉
仕
を
要
求
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
各
種
の
専
門
技
能
を

参
加
者
に
求
め
る
委
員
会
の
姿

は
、
正
当
な
対
価
を
支
払
わ
ず
社

員
を
酷
使
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に

通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
批

判
を
収
め
る
に
は
、
委
員
会
側
が

ま
ず
十
分
な
大
会
職
員
を
自
身
で

用
意
し
た
う
え
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
を
行
い
、
や
り
が
い
で
は

な
く
共
に
大
会
を
作
り
上
げ
る
と

い
う
貴
重
な
体
験
の
共
有
を
呼
び

か
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
け
る
側
に
は
、
そ
れ
が
健
全
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
る
た
め
に
注

意
す
べ
き
こ
と
は
多
い
。
だ
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
る
側
だ
け

が
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
側
に

も
求
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
先
日
生
じ
た
平
成
30
年
７
月
豪

雨
で
は
、
多
く
の
被
害
が
生
じ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
被
災
地
に
は

日
本
各
地
か
ら
救
援
物
資
が
官
民

問
わ
ず
送
ら
れ
た
が
、
岡
山
県
倉

す
る
社
会
的
奉
仕
活
動
で
あ
る
。

そ
の
活
動
は
「
自
己
欲
求
か
ら
生

じ
る
き
っ
か
け
」
か
ら
始
ま
り
、

活
動
の
中
で
「
他
者
と
の
関
わ
り

合
い
の
内
に
利
他
主
義
的
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
が
満
た
さ
れ
る
」
と
「
自

己
の
喜
び
で
あ
る
内
発
的
報
酬
が

得
ら
れ
る
」
こ
と
で
更
な
る
内
発

的
報
酬
を
獲
得
す
る
と
い
う
欲
求

が
生
じ
、
新
た
な
奉
仕
活
動
へ
と

つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
原
理
だ
。

　
こ
の
原
理
か
ら
見
れ
ば
、
東
京

五
輪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
は

確
か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
言
え
よ

う
。貴
重
な
体
験
を
得
る
こ
と
や
、

自
身
を
世
の
役
に
立
て
た
い
な
ど

の
様
々
な
欲
求
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
自
発
的
に
参
加
し
、
無

償
で
働
き
、
東
京
五
輪
と
い
う
公

益
の
た
め
に
奉
仕
す
る
。
そ
の
な

か
で
観
光
客
と
関
わ
り
利
他
主
義

的
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
満
た
さ

れ
、
内
発
的
報
酬
が
得
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
批
判
が
生
ま

れ
る
の
は
、
先
ほ
ど
の
「
他
で
は

決
し
て
得
ら
れ
な
い
感
動
を
体
験

す
る
貴
重
な
機
会
」
と
の
ア
ピ
ー

ル
か
ら
委
員
会
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
助
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
感

情
が
見
て
取
れ
る
か
ら
に
違
い
な

い
。
こ
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助

け
て
ほ
し
い
」
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
助
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意

識
の
違
い
は
大
き
い
。
後
者
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
「
だ
れ
で
も
良

い
の
で
我
々
を
助
け
て
く
れ
る
余

力
の
あ
る
人
」
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
前

者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
「
だ
れ

で
も
良
い
の
で
無
料
で
働
い
て
く

れ
る
人
」
と
い
っ
た
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
確
か
に
無
償
で
あ
る

が
、
受
け
る
側
が
無
償
性
を
要
求

す
る
と
、
参
加
者
の
自
発
的
な
無

敷
市
で
は
個
人
か
ら
の
支
援
物
資

が
真
備
町
川
辺
橋
前
に
置
き
去
り

に
さ
れ
、
自
衛
隊
の
救
助
の
妨
げ

に
な
る
と
い
う
事
態
が
起
き
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
だ
ろ
う
。
東

日
本
大
震
災
で
も
不
要
な
物
資
の

押
し
付
け
や
、
自
発
的
に
被
災
地

へ
行
っ
た
も
の
の
宿
泊
地
や
食
料

の
用
意
を
せ
ず
に
避
難
所
の
物
資

を
圧
迫
す
る
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
姿
が
問
題
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

精
神
に
則
っ
た
つ
も
り
で
自
発
的

に
行
動
し
た
も
の
の
、
現
場
の
問

題
を
鑑
み
ず
自
己
中
心
的
な
活
動

を
行
っ
た
結
果
、
現
場
の
負
担
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
少
な
く
な

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
受
け
る
側

の
声
が
先
に
あ
る
こ
と
で
行
う
側

が
必
要
と
さ
れ
、
双
方
の
合
意
に

よ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
な

の
だ
。
行
う
側
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
や
っ
て
い
る
」
と
い
っ

た
上
か
ら
目
線
の
行
為
は
現
場
に

お
い
て
論
外
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
い

こ
と
こ
そ
が
被
災
地
の
た
め
に
な

る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
双
方
の
思
い
違
い

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
受
け
る
側

が
自
身
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

事
柄
を
積
極
的
か
つ
明
確
に
外
部

へ
と
発
信
し
、
行
う
側
は
そ
れ

ら
を
知
る
た
め
に
情
報
を
集
め
、

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
行
動
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
適
切
な

判
断
が
難
し
け
れ
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
中
継
団
体
な
ど
の
熟
練
者

を
通
し
て
そ
の
善
意
を
発
揮
す
る

べ
き
だ
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
双
方
の
配
慮

に
よ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
。
受

け
る
側
も
行
う
側
も
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
常
に
振
り
返
り
、
双
方
に

益
の
あ
る
真
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

な
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ

Ｕ
」。
今
回
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
５

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
う
ち
の
１
つ

で
あ
る
、「
協
定
に
基
づ
く
海
外

派
遣
学
生
数
日
本
一
」
に
関
係
す

る
本
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
今
回
は
文
部
科
学
省
と
民
間
企

業
の
官
民
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

と
本
学
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
留
学
に
行
き
た
い
と
思
う
人

で
も
、
経
済
的
な
理
由
で
留
学
を

諦
め
て
し
ま
う
学
生
も
多
い
。「
ト

ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
は

そ
ん
な
学
生
に
も
、
留
学
の
チ
ャ

る
。
他
に
も
、
条
件
を
満
た
せ
ば

授
業
料
補
助
も
受
け
取
る
こ
と
が

可
能
だ
。経

験
者
の
声

　
「
も
と
も
と
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
大
学
の
先
生
に
勧

め
ら
れ
、
申
込
み
ま
し
た
」
そ
う

語
る
の
は
、中
岡
航
太
郎
さ
ん（
総

政
・
３
）
だ
。
中
岡
さ
ん
は
5
ヶ

月
間
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
現
地
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
主
な
仕
事
内
容
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

運
営
し
て
い
る
中
学
校
で
の
日
本

語
の
授
業
の
補
佐
や
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
の
運
営
だ
。

　
一
方
で
、山
㟢
真
実
さ
ん
（
文
・

３
）は
交
換
留
学
と
い
う
形
で「
ト

ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に

申
し
込
ん
だ
。
山
﨑
さ
ん
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
に
留
学
し
、

国
際
政
治
哲
学
を
学
び
、
現
地
の

日
本
人
補
習
校
で
、
生
徒
と
教
師

の
間
を
取
り
持
つ
活
動
も
お
こ

な
っ
た
。

　
こ
の
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
利
用
し
留
学
し
た
感

想
を
聞
く
と
、
中
岡
さ
ん
と
山
﨑

さ
ん
は
共
に
「
こ
の
留
学
生
活
は

非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
自
分
が

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
た
。

こ
れ
か
ら
参
加
す
る
人
に
向
け
て

　
最
後
に
、
北
澤
さ
ん
は
「
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
力
や
語
学

力
を
超
え
て
自
分
が
留
学
を
通
し

て
何
を
成
し
遂
げ
た
い
か
と
い
う

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
重
視
さ
れ
ま

す
。
留
学
に
行
き
た
く
て
も
金
銭

面
が
心
配
な
人
で
あ
っ
て
も
自
分

が
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
を
し
っ
か

り
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
人
は
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
申
込
み
を
促
し
た
。

系
理
系
関
係
な
く
、
希
望
す
る
学

生
は
自
由
に
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と

が
可
能
だ
。
中
で
も
今
回
は
、
本

学
で
も
多
く
採
択
さ
れ
て
い
る
２

つ
の
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

　
新
興
国
コ
ー
ス
は
、
今
後
経
済

成
長
が
期
待
さ
れ
る
新
興
国
で
の

留
学
を
支
援
す
る
。

　
多
様
性
人
材
コ
ー
ス
は
、
ス

ポ
ー
ツ
、
国
際
協
力
、
医
療
な
ど

様
々
な
分
野
や
活
動
に
お
い
て
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
人
材

の
留
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
中
心
だ
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

に
参
加
す
る
に
は

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
た
め
に
は
、
留
学
計
画
書
の
提

出
が
必
須
で
あ
る
。
留
学
計
画
書

と
は
、
自
身
が
留
学
先
で
具
体
的

何
を
行
う
か
、
留
学
の
ゴ
ー
ル
は

定
ま
っ
て
い
る
か
、
実
現
可
能
性

な
ど
を
具
体
的
に
記
載
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
沿
っ
て
一
次
選

考
が
行
わ
れ
る
。
合
格
者
は
文
科

省
で
、
二
次
選
考
で
あ
る
面
接
に

進
む
。

　
面
接
は
企
業
の
担
当
者
な
ど
の

前
で
行
わ
れ
、
自
分
の
計
画
が
実

現
可
能
な
の
か
、
な
ぜ
自
分
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
な
ど
が
プ

レ
ゼ
ン
形
式
で
行
わ
れ
る
。

　
こ
の
2
つ
の
選
考
を
合
格
す
る

と
、
晴
れ
て
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
採
用
者
に
な
る
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

の
奨
学
金

　
冒
頭
に
も
記
述
し
た
が
、
こ
の

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

は
、
金
銭
面
で
不
安
を
抱
え
る
学

生
も
参
加
で
き
る
制
度
で
あ
る
。

主
な
奨
学
金
と
し
て
、
月
に
6
～

16
万
円
（
経
済
状
況
、
留
学
先
に

よ
っ
て
異
な
る
）、
留
学
準
備
金

と
し
て
15
～
25
万
円
が
支
給
さ
れ

第20回追跡!! SGU
「トビタテ！留学JAPAN」　　

　　　　を知っていますか？

ン
ス
を
与
え
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
、
国
際
教
育
・
協
力
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）留
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
北
澤
冬
子
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
と
は

　
２
０
１
３
年
10
月
、
文
部
科
学

省
は
、
学
習
意
欲
と
能
力
の
あ
る

全
て
の
若
者
が
、
海
外
留
学
を
新

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
自
ら
踏
み
出

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ト
ビ
タ

テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
開
始

し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
政
府

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
で
海
外

留
学
の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
官
民
共
同

の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
各

分
野
の
人
々
や
民
間
企
業
か
ら
の

支
援
や
寄
附
な
ど
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
。

　
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」
の
最
終
目
標
は
、東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
ま
で
に
大

学
生
の
海
外
留
学
12
万
人
（
現
状

６
万
人
）、
高
校
生
の
海
外
留
学

６
万
人
（
現
状
３
万
人
）
へ
の
倍

増
だ
。

　
本
学
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
第
２
期
か
ら
採
用
者
を
輩
出
し
、

こ
れ
ま
で
に
47
人
も
の
学
生
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
人
数
は
、

西
日
本
の
私
立
大
学
で
最
も
多
い

で
す
」
と
北
澤
さ
ん
は
語
る
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

の
４
つ
の
コ
ー
ス

　
こ
の
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
は
、
理
系
、
複
合
・

融
合
系
人
材
コ
ー
ス
、
新
興
国

コ
ー
ス
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
大

学
等
コ
ー
ス
、
多
様
性
人
材
コ
ー

ス
の
4
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
文



「インスタ映え」特集
　昨年の流行語にもなった「インスタ映え」。美しいキャン
パスを持つ本学でも実践するべく、流行に乗っかってみまし
た。女性部員が増えた今年、モデルの確保にも問題なし。新
聞総部の部員が「インスタグラマー」に成りきる姿をどうぞ
ご覧ください。

kg_shinbun …

いいね！31件
kg_shinbun
#beautifulsky #Blue #放課後
#夕方 # mybestshot #KG

kg_shinbun …

いいね！43件
kg_shinbun
#時計台 #つまんでみた
#中央芝生 ＃bff #遠近法だよ

kg_shinbun …

いいね！37件
kg_shinbun
#中央芝生 #kwansei
＃jump #空きコマ #撮ってみた

2018年7月20日関 西 学 院 大 学 新 聞
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③
　関西学院のシンボルであ
る中央芝生、そして時計台
を収めたオーソドックスな
一枚。それに加えて、遊び
心満点の一枚を写真に収め
てみても良いだろう。
　遠近法を使って写真に遊
び心を加えるのはインスタ
グラムの定番テクニックで
あるが、この写真でも遠近
法を利用して時計台をつま

んでみた。遠近法を利用した写真を綺麗に撮るためには手前の被
写体と奥の被写体の両方にピントを合わせたい。「写ルンです」な
どの使い捨てカメラを使うと簡単に撮影できる。使い捨てカメラ
がなくても、iPhoneなどのカメラなら比較的簡単に撮れるだろう。
　このような写真を友人と協力して撮れば友情も深まるだろう。
また、恋人同士ならば時計台をつまむ代わりに手でハートを作っ
て囲ってみるのも一興だ。カップル思い出の一枚になること間違
いなしである。

　本学西宮上ケ原キャン
パスの人気スポットとい
えば、やはり中央芝生であ
る。そこで今回は、ほんの
少し工夫を加えるだけで、
よりオシャレさが増す写
真の撮り方に注目してみ
た。
　まずは影だ。天気の良い
晴れた日に撮影すること
で、芝生の上にうまく影が

できる。さらに、空が影と対比されてより美しく見えるため、ジャ
ンプのポーズは定番だがおすすめしたい。顔が隠れるのも、女子
には嬉しいポイントだ。
　位置は、サイドに立つ２本の大きな木に、２人が挟まれるくら
いを目安に撮ると、うまく撮れるのではないだろうか。
　また、写真を撮る人は、ジャンプの高さを強調するために、少
し低めの位置から撮影してみてほしい。
　この写真は本学の時計台も映るため、記念写真にももってこい
である。

　太陽は西に傾き、夕闇は
もうそこまで来ている。夕
日のオレンジ色を浴びて、
淡く色づいた雲と、未だ昼
間の明るさを残したまま
彼方へと続く青空。季節は
春。午後６時過ぎの空を切
り取ってみた。
　本学西宮上ケ原キャンパ
スのメインスポットともい
える時計台に背を向け、中

央芝生もそっちのけで、画面の大半に春の夕暮れを写した一枚で
ある。いつも見ている空が、特に美しいと感じられるのはやはり
夕方だろう。昼と夜の狭間のひと時に、刹那の美しさがある。
　阪急甲東園駅からの険しい坂を登りきった先に位置する本学か
ら見る空は、いつもよりほんの少し近くに感じられるのではない
だろうか。友達と話しながらの帰り道。ふとした瞬間に心に留まっ
た夕暮れを写真に収めてみるのはどうだろうか。その時々で異な
る夕暮れが、きっとあなたを癒してくれるはずである。

「インスタ映え」特集

夕方の
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①
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夏休み
特別企画 夏の関学

　このほかにも、学内には「インスタ映え」するスポットが
多く存在します。この特集を機に、本学の魅力が広く伝われ
ば幸いです。
　なお、現在新聞総部では、実際のインスタグラムのアカウ
ントは運用していません。部の活動については、Twitterや
ホームページをご覧ください。

kg_shinbun …

いいね！19件
kg_shinbun
#チャペル #法学部 #chapel #god
#ねむい #お祈りしてた
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④

⑤

⑥
　本学西宮上ケ原キャンパ
スの法学部棟にある法学部
チャペル。法学部生なら、
チャペルアワーの際に一度
は利用したことがあるので
はないだろうか。もともと
チャペルという言葉は、キ
リスト教徒の礼拝堂、祭
室の意味を持っていた。起
源は、トゥールの司教マル
ティヌスの着用していた聖

遺物である衣の安置所を指している。
　チャペルはキリスト教主義学校ならではの、インスタ映えス
ポットである。また、チャペルによって自分の好みのインスタ映
えスポットを見つけられると思う。
　普段はチャペルに行かない人でも視点を変えて、チャペルに
行ってみるのもいいかもしれない。そこには、いつもとは違った
景色が広がっている。祈りの場とは違ったチャペルの一面を発見
できるだろう。

　本学西宮上ケ原キャンパ
スＧ号館と国際学部棟の
渡り廊下での１枚。セブン
イレブンとスターバックス
コーヒーの間を抜けるとす
ぐに現れるモダンな柱。天
井から吊り下げられた照明
が、郷愁を誘うスポットで
ある。
　ずばりシチュエーション

はこうだ。昼食を済ませ、友達との待ち合わせ。いつものように
３時限目の授業を一緒に受講するつもりだったが、時間になって
も友達はやってこない。スマホを見ることにも疲れ、特にやるこ
ともないので柱にもたれてみる。ふと顔を上げると、空には入道
雲が浮かんでいた。そうだ、もうすぐ待ちに待った夏休みがやっ
てくる。
　最後に、この写真のモデルが芝居下手でおなじみ、弊部の総部
長となったことを深くお詫びしたい。

　本学西宮上ケ原キャン
パスの正門を通り、少し
歩いたところにある経済
学部棟を背景に撮影。青
い空と緑の芝生に、キリ
スト教伝道者でもあった
Ｗ・Ｍ・ヴォーリズ氏が設
計したスパニッシュ・ミッ
ション・スタイルの美しい
白基調の学部棟が映える。

中央芝生の交差した小道や、周辺の様々な木々の配置などを活か
し、インスタグラムの大きな特徴である正方形を生かした構図を
考えるのも一つの楽しみ方である。
　しかし、経済学部棟の前の道は非常に歩行者の数が多く、写真
に歩行者が映り込んでしまいやすい。洗練されたインスタ映えす
る写真を撮るためには、歩行者の映り込みはないほうがよい。そ
のため、写真を撮るのは歩行者の少ない始業前や授業中などの時
間帯がおすすめだ。

「インスタ映え」特集

法学部の
チャペルで

Ｇ号館の
渡り廊下で

中央芝生で
おしゃべり

⑤
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☆基本情報☆

◦営業時間
　　11：00～18：00

◦定休日
　　日曜日・月曜日
　　不定休あり

◦住所
　　西宮市上甲東園
　　　　　　3−9−8 

◦TEL
　　0798−56−8758

vol.17.v

し
て
い
る
。開
店
当
時
日
本
に
は
、

あ
ま
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
屋
と
い
う

も
の
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
そ

う
だ
。
そ
の
た
め
お
客
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
う
べ
く
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
ス
イ
ー

ツ
を
用
意
し
た
と
い
う
。

　
ボ
ン
ボ
ン
シ
ョ
コ
ラ
と
聞
く

と
、
お
酒
を
使
用
し
た
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
想
像
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
ボ
ン
ボ
ン
シ
ョ
コ
ラ
と

は
、
本
来
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は

な
く
、
ひ
と
く
ち
サ
イ
ズ
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

お
店
で
使
用
し
て
い
る
の
は
、
フ

ル
ー
ツ
、
お
酒
、
ナ
ッ
ツ
、
香
辛

料
な
ど
様
々
な
食
材
だ
。
ま
た
、

旬
の
フ
ル
ー
ツ
を
用
い
た
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
が
季
節
ご
と
に
期
間
限
定

で
販
売
さ
れ
る
。

　
お
店
の
名
前
のDÉLICES 

moi

（
デ
リ
ス
モ
ア
）
に
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
で
“
私
に
と
っ
て
最
高

の
喜
び
”
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん
で
“
あ
な

た
に
と
っ
て
最
高
の
喜
び
”
を
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
商
品

開
発
を
担
当
し
、
新
商
品
の
開

発
、
規
制
品
の
改
善
を
行
っ
て
い

た
。
ま
た
、
仕
事
を
し
な
が
ら
、

夜
は
製
菓
学
校
で
の
勉
強
に
も
励

ん
で
い
た
そ
う
だ
。。
そ
の
経
験

と
、
昔
の
夢
が
パ
テ
ィ
シ
エ
ー
ル

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
シ
ョ
コ

ラ
テ
ィ
エ
ー
ル
を
目
指
す
よ
う
に

な
っ
た
。
シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ
ー
ル

に
な
っ
た
今
、
日
々
幸
せ
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
。
ま
ず
、
ス
イ
ー

ツ
を
作
る
喜
び
、
そ
し
て
、
美
味

し
い
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
だ
。

　
店
内
に
は
、
数
多
く
の
ス
イ
ー

ツ
が
き
れ
い
に
陳
列
さ
れ
て
い

る
。
見
て
い
る
だ
け
で
、
わ
く
わ

く
す
る
よ
う
な
可
愛
い
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
こ
の

お
店
で
は
、
カ
カ
オ
の
香
り
高

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
ク
ー
ベ
ル

チ
ュ
ー
ル
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
選
び

抜
き
、
様
々
な
ス
イ
ー
ツ
に
使
用

し
て
い
る
。

　
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
の
ボ
ン
ボ

ン
シ
ョ
コ
ラ
の
ほ
か
に
、
焼
き
菓

子
や
レ
ア
ス
イ
ー
ツ
、
ド
リ
ン
ク

な
ど
数
多
く
の
ス
イ
ー
ツ
を
販
売

　
第
17
回
目
と
な
る
今
回
は
、
西

宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
す
ぐ

の
と
こ
ろ
に
あ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

屋
「chocolatière DÉLICES 

moi

」
を
紹
介
す
る
。

　
オ
ー
ナ
の
大
勝
久
美
子
さ
ん

は
、
関
西
学
院
大
学
の
卒
業
生
で

あ
る
。
ゆ
か
り
の
あ
る
こ
の
地

で
、
お
店
を
開
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
こ
の
場
所
を
選
ん
だ
。
大

勝
さ
ん
は
商
学
部
を
卒
業
後
、
ゴ

ン
チ
ャ
ロ
フ
製
菓
へ
就
職
し
た
。

カラフルで可愛いボンボンショコラ

お店の外観

西宮上ケ原キャンパスの避難MAP
本学HPや学生手帳で確認できる

　
「
戦
国
乱
世
は
遠
い
昔
の
こ
と

な
れ
ど･･･

い
や
ま
さ
し
く
、
昨

今
剣
術
は
商
売
な
り
」。
時
代
劇

好
き
の
人
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

名
口
上
だ
。
こ
れ
は
、ド
ラ
マ「
剣

客
商
売
」
の
冒
頭
部
分
に
使
わ
れ

て
い
る
。
剣
客
商
売
は
、
池
波
正

太
郎
の
作
品
で
、
１
９
７
２
年
か

ら
１
９
８
９
年
ま
で
小
説
新
潮
で

連
載
さ
れ
た
。

　
時
は
江
戸
時
代
、
長
く
苦
し
い

戦
国
の
時
代
が
終
わ
り
、
市
民
は

平
和
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
。
そ

の
一
方
で
、
戦
う
こ
と
を
生
業
と

し
た
武
士
を
は
じ
め
と
す
る
剣
客

は
、
平
和
な
社
会
も
あ
い
ま
っ
て

自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失

う
危
機
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
武
士
の
魂
は
剣
の
道
で
あ

る
。
剣
客
の
一
部
は
自
ら
の
力
を

生
か
し
て
剣
術
道
場
を
開
き
、
藩

の
剣
術
指
南
役
に
な
っ
た
。
今
回

の
小
説
の
主
人
公
で
あ
る
秋
山
小

兵
衛
・
大
治
郎
親
子
も
剣
術
道
場

を
開
く
剣
客
の
一
員
だ
。

　
こ
の
小
説
を
書
い
た
池
波
正
太

郎
は
、
時
代
小
説
の
大
家
で
「
鬼

平
犯
科
帳
」
や
「
藤
枝
梅
安
」
な

ど
を
執
筆
し
て
い
る
。
彼
の
作
品

の
魅
力
は
、
心
情
描
写
や
時
代
描

写
だ
。
作
中
で
は
、
ほ
ん
の
小
さ

な
動
作
ま
で
克
明
と
描
か
れ
、
そ

の
動
作
に
よ
っ
て
登
場
人
物
の
心

情
が
事
細
か
に
理
解
で
き
る
。
ま

た
、
食
通
で
も
あ
っ
た
池
波
は
料

理
の
描
写
に
も
長
け
て
お
り
、
作

中
で
登
場
す
る
食
事
は
現
在
料
理

本
と
し
て
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
「
お
の
れ
の
強
さ
は
他
人
に
見

せ
る
も
の
で
は
な
い
。
お
の
れ
に

見
せ
る
も
の
よ
」。
作
中
で
小
兵

衛
が
発
し
た
言
葉
だ
。
戦
い
が
終

わ
り
、
刃
を
交
え
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
江
戸
時
代
、
剣
の
道
の

池波　正太郎

　
去
る
６
月
18
日
の
午
前
7
時
58

分
ご
ろ
、
大
阪
府
北
部
で
震
度
６

強
の
地
震
が
発
生
し
た
。
本
学
も

交
通
機
関
の
運
行
停
止
の
た
め
、

全
日
休
講
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
大
阪
府
北
部
地
震
は
早

朝
で
あ
っ
た
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
学
生
は
あ
ま
り
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
し
か
し
、地
震
は
い
つ
、

ど
こ
で
起
こ
る
か
誰
に
も
わ
か
ら

な
い
。
も
し
、
被
災
し
た
ら
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。

学
内
で
被
災
し
た
場
合

　
学
内
で
被
災
し
た
際
に
は
、
自

身
の
安
全
を
確
保
す
る
の
が
第
一

だ
。
地
震
で
の
ケ
ガ
の
原
因
は
、

落
下
物
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
今

回
の
地
震
で
も
、
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
下
敷
き
と
な
っ
た
小
学
生

児
童
が
命
を
落
と
し
て
い
る
。

真
髄
を
知
る
男
だ
か
ら
こ
そ
の
言

葉
で
あ
る
。

　
基
本
的
に
、こ
の
「
剣
客
商
売
」

は
短
編
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
短

い
話
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
描
写

が
描
か
れ
て
お
り
、
食
事
風
景
や

当
時
の
風
習
は
江
戸
時
代
の
実
際

の
風
習
に
即
し
て
い
る
。
ま
た
、

剣
を
通
じ
た
男
た
ち
の
人
情
や
義

理
と
い
っ
た
も
の
も
見
え
て
く

る
。

　
こ
の
作
品
は
、
読
ん
だ
者
を
江

戸
時
代
に
引
き
込
む
魅
力
を
持
っ

て
い
る
。
時
代
小
説
を
読
ん
だ
こ

と
が
な
い
人
は
手
始
め
と
し
て
こ

の
「
剣
客
商
売
」
を
呼
ん
で
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

災
害
に
備
え
る

〜
大
阪
府
北
部
地
震
を
受
け
て
〜

　
教
室
内
な
ら
、
机
な
ど
の
下
に

も
ぐ
り
、
落
下
物
に
備
え
る
。
落

ち
て
く
る
の
は
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス

の
破
片
の
み
で
は
な
い
。
照
明
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
落
ち
て
く
る

可
能
性
も
あ
る
の
だ
。

　
屋
外
な
ら
周
り
に
建
物
の
な

い
、
ひ
ら
け
た
場
所
へ
移
動
す
る

べ
き
で
あ
る
。
建
物
の
近
く
だ

と
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
が
飛
散
し
た

り
、
壁
が
倒
れ
た
り
す
る
恐
れ
が

あ
る
。

　
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
落
ち
着

い
て
状
況
を
確
認
し
、
避
難
を
始

め
よ
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
生
存
を
報
告

す
る
の
は
、
安
全
が
確
保
さ
れ
て

か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。
ま
た
、

写
真
の
撮
影
は
控
え
、
生
き
残
る

こ
と
を
優
先
し
よ
う
。

　
ほ
か
に
も
本
学
Ｈ
Ｐ
を
は
じ

め
、
在
学
生
に
配
布
さ
れ
て
い
る

手
帳
に
は
、
避
難
地
図
や
対
処
法

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
日
頃
か
ら

読
ん
で
お
き
、
地
震
に
備
え
る
べ

き
だ
。

下
宿
先
で
被
災
し
た
場
合

　
本
学
生
に
は
下
宿
を
し
て
い
る

人
も
多
い
。
友
人
に
住
所
を
知
ら

せ
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
時
は
助

け
て
も
ら
お
う
。

　
下
宿
で
被
災
し
て
も
、
安
全
確

保
が
先
決
だ
。
家
具
か
ら
離
れ
、

頭
を
守
る
。
次
に
、
ド
ア
な
ど
の

脱
出
口
を
確
保
だ
。
余
裕
が
あ
れ

ば
、
ガ
ス
や
電
気
機
器
の
ス
イ
ッ

チ
を
切
り
、二
次
災
害
を
防
ご
う
。

　
大
き
な
地
震
の
際
に
は
、
余
震

に
も
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
最
初
は
揺
れ
に
耐
え
た
家
で

も
、
余
震
で
崩
れ
る
こ
と
も
往
々

に
し
て
あ
る
。
危
な
い
と
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
避
難
す
る
べ
き
だ
。

日
頃
の
備
え

　
地
震
に
は
、
常
日
頃
か
ら
備
え

る
こ
と
が
一
番
だ
。
居
場
所
を
知

ら
せ
る
ラ
イ
ト
、
手
足
を
守
る
軍

手
や
靴
、
助
け
を
呼
ぶ
道
具
は
絶

対
に
用
意
し
て
お
こ
う
。

　
他
に
も
、
非
常
用
持
ち
出
し
袋

に
は
食
料
品
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
情

報
収
集
が
で
き
る
も
の
、
衣
類
や

医
療
品
を
詰
め
て
お
こ
う
。
携
帯

電
話
の
た
め
の
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

充
電
が
切
れ
た
ら
、
携
帯
は
文
鎮

の
代
わ
り
に
し
か
な
ら
な
い
。

　
中
で
も
、
水
は
特
に
大
事
で
あ

る
。「
３
・
３
・
３
の
法
則
」
と
い

う
も
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
ぞ
れ
呼
吸
は
３
分
、水
は
３
日
、

食
料
は
３
週
間
途
切
れ
る
と
人
は

死
に
至
る
と
い
う
教
訓
だ
。
１
日

１
Ｌ
の
飲
料
水
に
加
え
て
、
ト
イ

レ
や
清
掃
な
ど
の
生
活
用
水
も
用

意
し
よ
う
。

　
地
震
へ
の
備
え
は
、
い
き
な
り

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
い
つ
な

ん
ど
き
も
、
危
険
が
迫
る
こ
と
を

忘
れ
ず
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
回
の
地
震
を
機
に
、
自
分

が
生
き
残
る
の
に
何
が
足
り
な
い

か
考
え
な
お
そ
う
。（
Ａ
・
Ｍ
）
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新
鮮
な
小
ぶ
り
の
桃
ふ
た
つ

に
ゅ
っ
と
沈
ん
だ
私
の
指
の
腹
は 
涼
し
い
顔
で
跳
ね
返
さ
れ
て

う
っ
と
り
す
る
よ
う
な
瑞
々
し
さ
と 
愛
お
し
さ
を
腕
に
抱
い
て

ど
う
か
あ
な
た
に 

あ
ふ
れ
る
く
ら
い
の
幸
せ
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

国
語
の
授
業
に
な
る
と 

お
前
の
頭
は
大
き
な
鉛
に
な
っ
て

一
度
額
が
机
に
つ
い
た
ら
ダ
メ
だ

支
柱
を
入
れ
た
っ
て
お
前
の
背
中
は
曲
が
る
ん
だ

今
日
は
起
こ
し
て
や
ら
な
い
よ

代
わ
り
と
言
っ
て
は
な
ん
だ
け
ど 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら
笑
っ
て
や
る

さア
ル
ミ
缶
と
一
緒
に
転
が
っ
て
る
あ
な
た
は

ほ
て
っ
た
頬
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
す
り
つ
け
て

空
飛
ぶ
夢
で
も
見
て
る
の
？

あ
な
た
が
あ
ん
ま
り
穏
や
か
な
顔
を
し
て
い
る
か
ら

私
も
真
似
を
し
て 

ご
ろ
ん

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら 

小
さ
な
満
月
が
覗
い
て
る

い
つ
も
ソ
フ
ァ
を
独
り
占
め
し
て 

動
物
園
で
見
た
あ
ざ
ら
し
み
た
い
だ

母
さ
ん
が
言
う
に
は 

会
社
は
学
校
よ
り
も
大
変
ら
し
い

僕
だ
っ
て
疲
れ
て
る
け
ど 

仕
方
が
な
い
か
ら

白
い
シ
ャ
ツ
を
引
っ
張
っ
て 

む
き
出
し
の
お
へ
そ
を
隠
し
て
あ
げ
た

だ
い
色
の
底
に
指
を
入
れ
て

べ
り
り
と
捲
れ
ば 

酸
っ
ぱ
い
香
が
鼻
を
つ
く

木
目
の
上
に 

丸
ま
っ
た
だ
い
色
の
花
が
幾
つ
も
転
が
っ
て
い
る

ほ
と
ん
ど 

俺
の
仕
業
じ
ゃ
な
い

隣
で
寝
転
が
る 

薄
皮
を
被
っ
た
よ
う
な
頭
を
眺
め
て

こ
こ
に
帰
ら
な
か
っ
た
日
を
数
え
た

澄
ん
だ
春
空
の
下
で 

ふ
た
り
き
り 

あ
な
た
の
頭
を
そ
っ
と
撫
で
た

私
の
肌
の 

皺
の
一
本
一
本
ま
で

冷
た
い
石
の
奥
か
ら 

あ
た
た
か
い
何
か
が
伝
わ
る

私
は
幸
せ
よ

あ
な
た
も
そ
う
で
し
ょ
う
？

『
子
守
唄
』

三
井
葉
介

ん
（
神
・
３
）
だ
。

　
神
学
部
学
生
会
は
神
学
部
生
の

自
治
組
織
で
、
神
学
部
棟
内
の
学

生
控
室
な
ど
施
設
の
運
営
・
改
善

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
学
内
外
で

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
夏
季
の
宿
泊
研
修
や
、

新
月
祭
で
の
出
展
な
ど
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
、
な
か
で
も
毎
年
12

月
の
キ
リ
ス
ト
降
誕
劇
「
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
」
は
熱
が
入
る
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
取
り
ま
と
め
る
の
が

潮
田
さ
ん
だ
。

　
潮
田
さ
ん
は
当
初
、
消
極
的
に

神
学
部
へ
入
学
し
た
が
、
教
授
と

の
出
会
い
な
ど
を
通
し
て
神
学
部

で
の
学
び
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う

　今回のK.G.studioはタイムスリップとK.G. 
PEOPLEです。タイムスリップでは私立帝塚山
学院で専任教論を務める平

ひら

川
かわ

遼
りょう

太
た

郎
ろう

さんに、
Ｋ.Ｇ.PEOPLEでは神学部学生会執行委員長の
潮
うしお

田
だ

真
ま

舟
しゅう

さんに話を聞きました。

♯30．神学部学生会執行委員長
潮田　真舟さん（神・３）

ま しゅうだうしお

　
関
西
学
院
大
学
の
入
学
式
の
日

に
、
銀
座
通
り
に
開
か
れ
て
い
た

部
活
ブ
ー
ス
で
体
育
会
体
操
部
を

探
し
、「
明
日
か
ら
練
習
に
参
加

さ
せ
て
下
さ
い
！
」
と
言
っ
た
こ

と
が
、
私
の
大
学
生
活
の
始
ま
り

で
し
た
。

　
入
学
以
前
か
ら
関
西
学
院
大
学

の
体
操
部
の
存
在
は
知
っ
て
お

り
、
中
高
と
続
け
て
き
た
体
操
を

継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
入
部
し
よ

う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
大
学
で

　
皆
さ
ん
は
神
学
部
で
の
学
び
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
す
ぐ
に
は
思
い
浮
か

ば
な
い
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
神
学
部
の
認
知
度
不
足
を

原
動
力
に
、
神
学
部
学
生
会
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
の
が
神
学
部
学

生
会
執
行
委
員
長
の
潮
田
真
舟
さ

に
な
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
神

学
部
生
と
し
て
学
生
生
活
を
送
る

中
で
、
神
学
部
の
認
知
度
向
上
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
と
い
う
。
教

職
課
程
な
ど
で
他
学
部
生
と
机
を

並
べ
学
ん
で
い
る
と
、「
神
学
部

で
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」
と

い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
る
た

め
、
神
学
部
学
生
会
で
の
活
動
を

通
し
て
神
学
部
に
関
し
て
の
情
報

も
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。
特
に
、

「
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
は
対
外
的
に

公
演
す
る
機
会
も
多
く
、
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
も
ち
つ
つ
キ
リ
ス

ト
教
の
精
神
や
、
神
学
部
を
Ｐ
Ｒ

す
る
場
と
し
て
潮
田
さ
ん
自
身
も

重
要
視
し
て
い
る
。
今
年
も
本
学

チ
ャ
ペ
ル
や
中
等
部
・
高
等
部
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
の
公
演
の
他
、
宝
塚
市
内

で
一
般
公
開
も
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
ま
た
、
潮
田
さ
ん
は
神
学
部
学

生
会
で
の
活
動
の
他
に
も
、
台
湾

へ
短
期
宣
教
に
赴
く
な
ど
、
キ
リ

ス
ト
教
の
精
神
を
広
め
る
活
動
を

精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
潮
田
さ
ん
は
、「
現
在
の
目
標

は
学
生
会
の
活
動
を
円
滑
に
進

め
、
先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の

を
引
き
継
ぎ
つ
つ
自
分
た
ち
の
レ

ガ
シ
ー
を
残
す
こ
と
」
と
語
る
。

そ
し
て
そ
の
レ
ガ
シ
ー
も
ま
た
受

け
継
が
れ
、
磨
か
れ
て
い
く
の
だ

ろ
う
。（
Ｔ
・
Ｍ
）

で
、
自
分
の
経
験
を
指
導
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
て
い
た
経
験

か
ら
、
部
員
だ
け
で
な
く
Ｏ
Ｂ
へ

の
配
慮
や
、
部
全
体
の
雰
囲
気
を

ま
と
め
、
良
い
方
向
に
導
く
と
い

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
体
操

部
の
活
動
は
週
に
5
日
あ
り
、
勉

強
や
教
職
課
程
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
と
の
両
立
が
難
し
い
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た

か
ら
こ
そ
、
社
会
に
出
た
と
き
に

仕
事
と
し
て
活
用
で
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
教
員
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
一
番

の
理
由
は
、
自
分
の
好
き
な
日
本

は
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
た
り
、
続

け
て
き
た
も
の
を
辞
め
て
し
ま
っ

た
り
す
る
人
が
多
い
中
で
、
大
学

で
も
部
活
に
入
り
、
４
年
間
体
操

と
触
れ
続
け
た
こ
と
は
、
時
間
が

経
っ
た
今
で
も
、
私
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
財
産
で
す
。

　
私
は
今
、
私
立
帝
塚
山
学
院
高

等
学
校
の
教
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
本
校
に
は
関
西
学
院
大
学

と
提
携
し
て
い
る
関
学
コ
ー
ス
が

あ
り
、
卒
業
生
と
し
て
伝
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
、関
学
コ
ー

ス
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
職
場
で
は
、
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
部
の
顧
問
を
し
て
お
り
、
回

る
感
覚
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、
視
線
の

位
置
な
ど
の
細
か
い
部
分
に
ま

史
を
仕
事
に
し
、
伝
え
て
い
け
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で

す
。
大
学
入
学
当
初
か
ら
教
員
に

な
る
こ
と
は
決
め
て
お
り
、
1
回

生
か
ら
教
職
課
程
を
履
修
し
ま
し

た
。
日
本
史
は
覚
え
る
科
目
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
日

本
史
に
は
ま
だ
ま
だ
謎
が
多
く
、

未
知
の
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
史
料
な
ど
を
使

い
、
考
え
る
科
目
と
し
て
生
徒
の

頭
に
残
る
よ
う
な
授
業
を
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
教
員
と
い
う
仕
事
に
対
し
て
、

生
徒
と
の
関
わ
り
や
、
保
護
者
の

方
の
対
応
な
ど
に
抵
抗
が
あ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
難
し
く

考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

徒
に
対
し
て
も
、
保
護
者
の
方
に

対
し
て
も
、
大
切
な
こ
と
は
よ
く

話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
相

手
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
親
身
に

な
っ
て
聞
く
こ
と
が
よ
り
良
い
解

決
策
を
導
き
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
よ

く
観
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を

伸
ば
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

教
員
に
な
っ
て
、
私
が
一
番
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
人

の
成
長
を
間
近
で
見
ら
れ
る
こ
と

で
す
。
生
徒
の
成
長
過
程
に
携
わ

る
こ
と
は
、
生
徒
の
人
生
に
携
わ

る
こ
と
で
も
あ
り
、
責
任
も
伴
い

ま
す
。
生
徒
の
人
生
が
少
し
で
も

良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、「
正
す
べ
き

と
こ
ろ
は
正
す
」。
そ
れ
が
私
が

教
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、

す
べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｃ
・
Ｔ
）

　今
回
は
、
関
西
学
院
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
を
修
了
し
、
現
在
は
本

校
の
提
携
校
で
あ
る
帝
塚
山
学
院
高

等
学
校
の
教
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
、
平
川
遼
太
郎
さ
ん
に
お
話
を

伺
っ
た
。

（
　
年
卒
）

’08

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

第
20
回

■
■ 

■
■ 

さ
ん

平
川 

遼
太
郎 

さ
ん

第
20
回

平
川 

遼
太
郎 

さ
ん

平川　遼太郎（ひらかわ・りょうたろう）

　1985年、広島県・尾道市生ま
れ。2008年、関西学院大学文学
部文化歴史学科卒。2010年、同
大学大学院文学研究科前期課程修
了。同年より、私立帝塚山学院高
等学校の専任教諭となる。2016
年には、本学体育会体操部副幹事、
大阪市トランポリン協会理事長に
就任。
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新
鮮
な
小
ぶ
り
の
桃
ふ
た
つ

に
ゅ
っ
と
沈
ん
だ
私
の
指
の
腹
は 

涼
し
い
顔
で
跳
ね
返
さ
れ
て

う
っ
と
り
す
る
よ
う
な
瑞
々
し
さ
と 

愛
お
し
さ
を
腕
に
抱
い
て

ど
う
か
あ
な
た
に 

あ
ふ
れ
る
く
ら
い
の
幸
せ
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

国
語
の
授
業
に
な
る
と 

お
前
の
頭
は
大
き
な
鉛
に
な
っ
て

一
度
額
が
机
に
つ
い
た
ら
ダ
メ
だ

支
柱
を
入
れ
た
っ
て
お
前
の
背
中
は
曲
が
る
ん
だ

今
日
は
起
こ
し
て
や
ら
な
い
よ

代
わ
り
と
言
っ
て
は
な
ん
だ
け
ど 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら
笑
っ
て
や
る

さア
ル
ミ
缶
と
一
緒
に
転
が
っ
て
る
あ
な
た
は

ほ
て
っ
た
頬
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
す
り
つ
け
て

空
飛
ぶ
夢
で
も
見
て
る
の
？

あ
な
た
が
あ
ん
ま
り
穏
や
か
な
顔
を
し
て
い
る
か
ら

私
も
真
似
を
し
て 

ご
ろ
ん

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら 

小
さ
な
満
月
が
覗
い
て
る

い
つ
も
ソ
フ
ァ
を
独
り
占
め
し
て 

動
物
園
で
見
た
あ
ざ
ら
し
み
た
い
だ

母
さ
ん
が
言
う
に
は 

会
社
は
学
校
よ
り
も
大
変
ら
し
い

僕
だ
っ
て
疲
れ
て
る
け
ど 

仕
方
が
な
い
か
ら

白
い
シ
ャ
ツ
を
引
っ
張
っ
て 

む
き
出
し
の
お
へ
そ
を
隠
し
て
あ
げ
た

だ
い
色
の
底
に
指
を
入
れ
て

べ
り
り
と
捲
れ
ば 

酸
っ
ぱ
い
香
が
鼻
を
つ
く

木
目
の
上
に 

丸
ま
っ
た
だ
い
色
の
花
が
幾
つ
も
転
が
っ
て
い
る

ほ
と
ん
ど 

俺
の
仕
業
じ
ゃ
な
い

隣
で
寝
転
が
る 

薄
皮
を
被
っ
た
よ
う
な
頭
を
眺
め
て

こ
こ
に
帰
ら
な
か
っ
た
日
を
数
え
た

澄
ん
だ
春
空
の
下
で 

ふ
た
り
き
り 

あ
な
た
の
頭
を
そ
っ
と
撫
で
た

私
の
肌
の 

皺
の
一
本
一
本
ま
で

冷
た
い
石
の
奥
か
ら 

あ
た
た
か
い
何
か
が
伝
わ
る

私
は
幸
せ
よ

あ
な
た
も
そ
う
で
し
ょ
う
？

『
子
守
唄
』

三
井
葉
介

ん
（
神
・
３
）
だ
。

　
神
学
部
学
生
会
は
神
学
部
生
の

自
治
組
織
で
、
神
学
部
棟
内
の
学

生
控
室
な
ど
施
設
の
運
営
・
改
善

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
学
内
外
で

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
夏
季
の
宿
泊
研
修
や
、

新
月
祭
で
の
出
展
な
ど
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
、
な
か
で
も
毎
年
12

月
の
キ
リ
ス
ト
降
誕
劇
「
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
」
は
熱
が
入
る
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
取
り
ま
と
め
る
の
が

潮
田
さ
ん
だ
。

　
潮
田
さ
ん
は
当
初
、
消
極
的
に

神
学
部
へ
入
学
し
た
が
、
教
授
と

の
出
会
い
な
ど
を
通
し
て
神
学
部

で
の
学
び
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う

　今回のK.G.studioはタイムスリップとK.G. 
PEOPLEです。タイムスリップでは私立帝塚山
学院で専任教論を務める平

ひら

川
かわ

遼
りょう

太
た

郎
ろう

さんに、
Ｋ.Ｇ.PEOPLEでは神学部学生会執行委員長の
潮
うしお

田
だ

真
ま

舟
しゅう

さんに話を聞きました。

♯30．神学部学生会執行委員長
潮田　真舟さん（神・３）

ま しゅうだうしお

　
関
西
学
院
大
学
の
入
学
式
の
日

に
、
銀
座
通
り
に
開
か
れ
て
い
た

部
活
ブ
ー
ス
で
体
育
会
体
操
部
を

探
し
、「
明
日
か
ら
練
習
に
参
加

さ
せ
て
下
さ
い
！
」
と
言
っ
た
こ

と
が
、
私
の
大
学
生
活
の
始
ま
り

で
し
た
。

　
入
学
以
前
か
ら
関
西
学
院
大
学

の
体
操
部
の
存
在
は
知
っ
て
お

り
、
中
高
と
続
け
て
き
た
体
操
を

継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
入
部
し
よ

う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
大
学
で

　
皆
さ
ん
は
神
学
部
で
の
学
び
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
す
ぐ
に
は
思
い
浮
か

ば
な
い
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
神
学
部
の
認
知
度
不
足
を

原
動
力
に
、
神
学
部
学
生
会
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
の
が
神
学
部
学

生
会
執
行
委
員
長
の
潮
田
真
舟
さ

に
な
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
神

学
部
生
と
し
て
学
生
生
活
を
送
る

中
で
、
神
学
部
の
認
知
度
向
上
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
と
い
う
。
教

職
課
程
な
ど
で
他
学
部
生
と
机
を

並
べ
学
ん
で
い
る
と
、「
神
学
部

で
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」
と

い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
る
た

め
、
神
学
部
学
生
会
で
の
活
動
を

通
し
て
神
学
部
に
関
し
て
の
情
報

も
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。
特
に
、

「
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
は
対
外
的
に

公
演
す
る
機
会
も
多
く
、
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
も
ち
つ
つ
キ
リ
ス

ト
教
の
精
神
や
、
神
学
部
を
Ｐ
Ｒ

す
る
場
と
し
て
潮
田
さ
ん
自
身
も

重
要
視
し
て
い
る
。
今
年
も
本
学

チ
ャ
ペ
ル
や
中
等
部
・
高
等
部
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
の
公
演
の
他
、
宝
塚
市
内

で
一
般
公
開
も
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
ま
た
、
潮
田
さ
ん
は
神
学
部
学

生
会
で
の
活
動
の
他
に
も
、
台
湾

へ
短
期
宣
教
に
赴
く
な
ど
、
キ
リ

ス
ト
教
の
精
神
を
広
め
る
活
動
を

精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
潮
田
さ
ん
は
、「
現
在
の
目
標

は
学
生
会
の
活
動
を
円
滑
に
進

め
、
先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の

を
引
き
継
ぎ
つ
つ
自
分
た
ち
の
レ

ガ
シ
ー
を
残
す
こ
と
」
と
語
る
。

そ
し
て
そ
の
レ
ガ
シ
ー
も
ま
た
受

け
継
が
れ
、
磨
か
れ
て
い
く
の
だ

ろ
う
。（
Ｔ
・
Ｍ
）

で
、
自
分
の
経
験
を
指
導
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
て
い
た
経
験

か
ら
、
部
員
だ
け
で
な
く
Ｏ
Ｂ
へ

の
配
慮
や
、
部
全
体
の
雰
囲
気
を

ま
と
め
、
良
い
方
向
に
導
く
と
い

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
体
操

部
の
活
動
は
週
に
5
日
あ
り
、
勉

強
や
教
職
課
程
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
と
の
両
立
が
難
し
い
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た

か
ら
こ
そ
、
社
会
に
出
た
と
き
に

仕
事
と
し
て
活
用
で
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
教
員
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
一
番

の
理
由
は
、
自
分
の
好
き
な
日
本

は
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
た
り
、
続

け
て
き
た
も
の
を
辞
め
て
し
ま
っ

た
り
す
る
人
が
多
い
中
で
、
大
学

で
も
部
活
に
入
り
、
４
年
間
体
操

と
触
れ
続
け
た
こ
と
は
、
時
間
が

経
っ
た
今
で
も
、
私
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
財
産
で
す
。

　
私
は
今
、
私
立
帝
塚
山
学
院
高

等
学
校
の
教
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
本
校
に
は
関
西
学
院
大
学

と
提
携
し
て
い
る
関
学
コ
ー
ス
が

あ
り
、
卒
業
生
と
し
て
伝
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
、関
学
コ
ー

ス
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
職
場
で
は
、
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
部
の
顧
問
を
し
て
お
り
、
回

る
感
覚
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、
視
線
の

位
置
な
ど
の
細
か
い
部
分
に
ま

史
を
仕
事
に
し
、
伝
え
て
い
け
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で

す
。
大
学
入
学
当
初
か
ら
教
員
に

な
る
こ
と
は
決
め
て
お
り
、
1
回

生
か
ら
教
職
課
程
を
履
修
し
ま
し

た
。
日
本
史
は
覚
え
る
科
目
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
日

本
史
に
は
ま
だ
ま
だ
謎
が
多
く
、

未
知
の
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
史
料
な
ど
を
使

い
、
考
え
る
科
目
と
し
て
生
徒
の

頭
に
残
る
よ
う
な
授
業
を
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
教
員
と
い
う
仕
事
に
対
し
て
、

生
徒
と
の
関
わ
り
や
、
保
護
者
の

方
の
対
応
な
ど
に
抵
抗
が
あ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
難
し
く

考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

徒
に
対
し
て
も
、
保
護
者
の
方
に

対
し
て
も
、
大
切
な
こ
と
は
よ
く

話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
相

手
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
親
身
に

な
っ
て
聞
く
こ
と
が
よ
り
良
い
解

決
策
を
導
き
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
よ

く
観
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を

伸
ば
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

教
員
に
な
っ
て
、
私
が
一
番
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
人

の
成
長
を
間
近
で
見
ら
れ
る
こ
と

で
す
。
生
徒
の
成
長
過
程
に
携
わ

る
こ
と
は
、
生
徒
の
人
生
に
携
わ

る
こ
と
で
も
あ
り
、
責
任
も
伴
い

ま
す
。
生
徒
の
人
生
が
少
し
で
も

良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、「
正
す
べ
き

と
こ
ろ
は
正
す
」。
そ
れ
が
私
が

教
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、

す
べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｃ
・
Ｔ
）

　今
回
は
、
関
西
学
院
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
を
修
了
し
、
現
在
は
本

校
の
提
携
校
で
あ
る
帝
塚
山
学
院
高

等
学
校
の
教
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
、
平
川
遼
太
郎
さ
ん
に
お
話
を

伺
っ
た
。

（
　
年
卒
）

’08

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

第
20
回

■
■ 

■
■ 

さ
ん

平
川 

遼
太
郎 

さ
ん

第
20
回

平
川 

遼
太
郎 

さ
ん

平川　遼太郎（ひらかわ・りょうたろう）

　1985年、広島県・尾道市生ま
れ。2008年、関西学院大学文学
部文化歴史学科卒。2010年、同
大学大学院文学研究科前期課程修
了。同年より、私立帝塚山学院高
等学校の専任教諭となる。2016
年には、本学体育会体操部副幹事、
大阪市トランポリン協会理事長に
就任。
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K.G.History〜introduction〜
今回は、関学の歴史を振り返る 
K.G.Historyの概略編だ。関学生
の君も、関学を目指している君も、
関 学OB・OGの あ な た も、 今 
一度歴史を振り返ってみよう。

1889

1929

1995

2009

2014
創立

125周年

関西学院 創設

神戸三田 キャンパス誕生

西宮 上ケ原へ移転

聖和大学との合併

　1889年９月28日、米国の南メソ
ジスト監督教会から派遣された宣
教師ウォルター･ラッセル・ラン
バスは、神戸市郊外の原田の森（現
在の神戸市灘区王子公園）にて、
伝道者の育成とキリスト教主義に

基づく青少年教育をめざし、関西学院大学の前身となる関西
学院を設立した。
　関西学院の名の由来は、英和学校と名づけられるミッショ
ン・スクールが多いなか、慣習を破って「学院」とし、西の
リーダーとなるべく「関西」とした。
　当時の学部構成は、普通学部と神学部の２学部のみであっ
た。また、旧関西学院のチャペルは、現在「神戸文学館」と
して一般の方の見学も可能である。
　1912年３月５日には、専門学校令により、高等学部（文
科・商科）が開設され、高等教育機関となる。その後、高等
学部長であったＣ・Ｊ・Ｌ・ベーツが、カレッジモットーとし
て「Mastery for Service（奉仕のための練達）」を提唱した。
また1921年には、高等学部文科を文学部、商科を高等商業学
部と名称変更した。

　神戸三田キャンパスは、1995年４月の総合政策学部設置と
ともに、開設された本学の二つ目のキャンパスとなる。その
後、西宮上ケ原キャンパスに1961年に開設されていた理学部

（現在の理工学部）・理学研究科が、神戸三田キャンパスに全
面移転された。
　設立当時、文部省は、都心部に新大学設立を規制していた。
よって、西宮市周辺に新キャンパスを設立することは、困難
であった。そのため、千刈キャンプをはじめ、本学が土地を
多く所有していた三田市に建てられた。
　神戸三田キャンパスには、大学前に駅が建てられるはず
だったという幻がある。キャンパスの前に建っている高等学

校の敷地に神戸電鉄の駅が
建設される予定だった。だ
が、阪神淡路大震災の影響
によって、神戸電鉄が大き
な被害を受けたため、駅が
建つことはなかった。

　原田の森にあった本学は、1929
年にその地を去る。神戸市に住む
学生が、特に中学部に多いことか
ら、経営面での不安はあった。そ
のため、中学部だけは原田の森に
残すべきというという声があがっ
ていた。また、ランバスをはじめとした創立者の精神を尊重
すべきではないかという反対意見も多かったという。しかし、
原田の森が市街地となり、学び舎として相応しくなくなった
ことを大きな理由として、移転が決定された。
　移転先の候補は二つ。六甲台と、現在キャンパスがある上
ケ原だった。実は、当初有力であったのは、六甲台だったと
いう。上ケ原が選ばれた理由の鍵を握っていたのは、阪神急
行電鉄（現阪急電鉄）専務の小林一三である。小林は、本学
が原田の森を去った後の空き地を購入する予定であった。し
かし六甲台に移転する場合、購入しないとの意思を示す。こ
れが大きな一因となり、上ケ原に白羽の矢が立った。
　1928年２月に西宮上ケ原キャンパスの起工式が執り行われ
た。1929年２月よりトラック、牛馬車で移転を開始、３月31
日に移転が完了し、上ヶ原キャンパスが完成した。

　学校法人関西学院は、2009年に学校法人聖和大学と合併を
果たした。本学教育学部と、西宮聖和キャンパスの誕生である。

「聖和」とは、1941年に神戸女子神学校と、ランバス女学院
が合併し成立した聖和女子学院に由来し、「聖なる和合（Holy 
Union）」を意味する。
　この神戸女子神学校は1880年から続く、日本初の女性伝道
者養成の聖書学校であった。ランバス女学院は、その設立に
本学設立者、Ｗ・Ｒランバスの母、Ｍ・Ｉランバスが関わって
いる。本学とのつながりは、立地のみならずキリスト教に基
づく思想にもあった。
　現在の西宮聖和キャンパスには、本学教育学部・聖和短期
大学・関西学院幼稚園が共存している。特に教育学部生の多
くは、教員や保育士を目指しており、聖和短期大学生はほぼ
全員が幼稚園教員や保育士にな
るという。
　本紙は西宮聖和キャンパスに
毎号設置しているが、果たして
読んでいただけているのだろう
か。これからは、西宮聖和キャ
ンパスの記事も積極的に書いて
いくので許してほしい。


